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皆
さ
ん
、
滋
賀
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

図
書
の
検
索
や
催
し
物
の
案
内
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
の
中
に
『
近
江
デ
ジ
タ
ル
歴
史
街
道
』
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。県

立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
い
ろ
い
ろ
な
資
（
史
）
科
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
し
て
く
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

そ
の
中
に
、
今
回
紹
介
す
る
『
近
江
国
絵
図
』
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府
は
、
四
度
に
わ
た
っ
て
全
国
諸

藩
に
地
図
を
作
成
さ
せ
ま
し
た
。

一
番
最
初
が
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
で
、
下
図
（
部
分
）

に
示
し
た
も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
地
図
は
公
開

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
次
が
、
元
禄
十
四
二
七
〇
一
）

年
作
成
で
す
。

「
幕
府
所
蔵
の
正
保
の
近
江
国
絵
図
を
も
と
に
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
膳
所
藩
本
多
家
と
水
口
藩
鳥
居

家
、
彦
根
藩
井
伊
家
が
幕
府
の
命
を
受
け
て
、
近
江
国
十

二
都
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
、
新
田
・
村
落
名
の
変
更
、

各
河
川
の
川
筋
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て
現
地
調
査
に
あ
た

り
、
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
縮
尺
は
二
万
千
六
百
分
一
。
近

江
国
十
二
都
の
都
界
を
太
黒
線
で
示
し
、
村
落
は
都
別
に

色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
1
朱
線
が
街
道
で
、
東
海
道
・
中

山
道
な
ど
に
は
、
一
里
を
六
寸
（
約
三
．
九
血
を
約
十
八
c
m
）

と
す
る
一
里
塚
（
街
道
を
挟
む
黒
丸
）
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
」
（
滋
賀
県
立
図
書
館
H
P
よ
り
）
現
在
の
よ
う
な
し
っ

か
り
し
た
地
図
で
は
な
く
絵
図
で
す
の
で
、
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
地
図
と
比
べ
る
と

い
ろ
い
ろ
と
見
え
て
き
ま
す
。

先
ず
街
道
、
神
山
と
江
田
を
結
ぶ
街
道
が
な
か
っ
た
こ

と
と
同
時
に
、
江
田
に
通
じ
る
大
き
な
道
が
無
か
っ
た
こ
と
。

次
に
川
。
現
在
の
大
戸
川
が
記
さ
れ
ず
、
長
野
で
大
戸
川

と
分
か
れ
、
小
原
地
先
を
源
流
と
す
る
『
信
楽
川
』
が
大

き
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
川
と
杉
山
を
結
ぶ
道
に
は
、
本
来
、
大
き
な
街
道
に

し
か
立
て
ら
れ
な
い
『
一
里
塚
』
が
立
て
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
今
か
ら
三
百
五
十
年
余
り
前
の
地
図
か
ら
、
両
区
の
姿
、

少
し
見
え
て
き
ま
せ
ん
か
？

次
に
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
絵
図
で
は
な
く
史
料
で
、

も
っ
と
昔
の
姿
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
、
ご
教
示
、
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
）


